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1. まえ  
自動車 自動運転 ，安全性，快適性 向

見込 近年様々 研究開 行わ

い 。 高齢過疎地域 け 次世

交通手段 し 活用 期待 い 。 

う 背景 ，著者 大学 2015 年 2

月24日 国内 大学 し 初 市街地を含

一般道 け 自動運転自動車 公道走行実証実

験を開始し 。本実証実験 著者 研究室 中心

，実証実験実施場所 自治体(石川県珠洲市)，

自動車 ， 等 多く 企業

協力 実施し い 。本稿 ，著者 研究室

開 中 自動運転自動車 概略 い 述

，市街地公道走行実証実験 概要 い 述

。 

 

2. 自動運転 ムの開発変遷 

 

  

図  歴代の自動運転車両 

 

著者 研究室 ， 図 示す う

自動車社製 ，富士重 業社製

等 自動運転車両を用い 数多く 自動運転 関す

研究を行 。特 1998 年 最初 導入し

試験車両 ，車両 改造や制御系 設計

を含 多く 研究室所属学生 力 構

築し 。2008 年 導入し 試験車両

， 信頼性等を 案し外部 改造

を委託し ，そ 改造 最初 試験車両

構築時 著者や学生 基礎 い 。  

研究開始当初 ，大学構内 駐車場や構内道路等

を活用し研究を実施し い ，2013 年 1 月

金沢市内 あ 東部自動車学校様 協力 基，

コ け 試験を開始し 。そ ，

コ 走行 概 仮免許程度 運転知能を身

着け 公道走行実証実験 移行し 。 

特 コ 評価 単 技術開

く様々 実験準備や試験車両 操縦 を学

生 経験す 機会を得 い 。 を体験し研究

室を修了し 学生 一部 ，現在自動車 や

自動運転自動車 研究部門 配属

， 理論 け く実際 動く物

し 自動運転自動車を用い 研究 教育を行

良い教育効果を し い

考え い 。 

 

3. 自動運転 ムの概要 

 

(a) 自動運転自動車の外観 

 
(b) 自動運転自動車の車内 

図  公道走行に用いた自動運転自動車 

 

図 現在公道走行実証実験 用い い 車両

自動車社製 を示す。本車両 公道

走行要件を満 す ，基本的 改造 自動車

協力 行わ い 。 
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本車両 自 的 走行を可能 す ，操舵角

度，制駆動力， ン ， CAN を介し

コン 指 基 い 制御 可能

い 。 ，公道走行 け 安全性を確保す

，マニ 機能 実装し

い 。 自動運転中 ン し

い値 を え 場合や， ッ

操作を行 場合， 自動運転状態 解

除 ，手動運転状態 切 替わ 構造 い

。 

 

4. 石川県珠洲市に ける実証実験 
本章 ，著者 研究室 2015 年 2 月 24 日

石川県珠洲市 開始し 自動運転実証実験 概要

い 述 。 

珠洲市 能 半島 先端 位置し，人口 約 1 万

6 千人程度 自治体 あ ，高齢 率 約 44% 高

い状態 あ 。 ，市内 交通網を見 ，鉄道

す 廃止済 ， い

公共交通網 足し ，将来 地域内 移動

大 安を抱く状態 い 。 う

状況 い ，自動運転自動車 公共交通空白地

帯 解消 向け 一躍を担う

い 考え，金沢大学 地域 献 一環 し ，石川

県珠洲市 共同 実証実験を行う 。 

 

 

図  自動運転自動車の公道走行風景 

 

実証実験開始当初 走行し い ，信号

機や交差点 右 折等を含 市街地や， ッ

ン 多い山間部 様々 交通環境 存在す 珠洲

市内 全長約 6.6km 区間 あ ，一般 自動車，

や歩行者 自転車等 存在し い 通常 一

般道路 い (図 3)。 ，2015 年 10 月 27

日 降 珠洲市 全域 走行を開始し い 。

総延長 約 60km 至 ，国内 類例 い規

模 自動運転自動車 公道走行実証実験を実施中

あ 。 

 

 

図  実証実験の ケ ュー  

 

図 4 示す う ，実証実験 2015 年 2017

年頃を目途 自動運転 知能を高度 せ 予定

し い ( 1)。そ 2020 年頃 を目途

し ，走行 ，時間帯等を限定し 地域

内 交通手段 し 活用方法 い 実証実験を

通し 検討す 2 。 中 ，例え

交通 学 経済学的 視点 入 ，自動運転自動

車 適切 配置方法，運用方法等 い 検討し，

社会的 容性 い 検討を行う予定 し い 。

そし 2020 年 降 ，走行 ，時間帯 い

制限事項 緩和を行い，運用を行う予定 し い

( 3)。 

 

 
(a) 左 ら順に珠洲市長，著者、金沢大学学長 

  

(b) モ走行の様子 

図  実証実験開始セ モニーの様子 
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図５ 2015 年 3 月 1 日 実施し 実証実験開始

ニ 中 実施し ，関係者，地域住民，報道

機関を 象 し 自動運転 ン ン

様子 一部を示し あ 。 ン

ン ，実証実験開始当初 走行し い 全

長約 6.6km 走行 内 信号機 あ 交差点を

含 約 1.1km 区間 実施し 。当日 雨天 あ ，

多く 方々 自動運転自動車 乗車い い ，

概 問題 く自動運転を実施す 可能 あ

。 

，そ 一 月 2015 年 4 月 1 日 実証

実験開始当初 走行し い 全 約 6.6km 区

間 完全自動運転 走破 成功し，現在 自

動運転機能 安定 や様々

ン 応 を目指し，開 を進 い 。 

 

5. まとめ 
本稿 ，著者 研究室 開 し 自動運転

概要 ，2015 年 2 月 24 日 開始し 市

街地 け 公道実証実験 概要 い 述 。

自動運転 ，自動車交通 安全 快適性 い

機能 向 を図 く，高齢過疎地域

け 次世 公共交通機関 し 期待 い

。本実証実験を通し，自動運転技術 高度 を図

く，実際 地域 抱え 公共交通空白地帯

す 安 解消 向け 献を図 く検討を進

。  
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